
男⼥共同参画推進に関するアンケート結果
【男⼥別】   【年代別】

男 ⼥ 合計
対象⼈数 223 134 357
回答 107 57 164
回答率 48% 43% 46%

アンケート対象者（教職員及び⾮常勤職員：H29年2⽉時点）

55
33%

52
32%

26
16%

16
10%

15
9%

年齢

３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ２０代

107
65%

57
35%

性別

男性 ⼥性

110
67%

54
33%

配偶者の有無

あり なし

92
56%

72
44%

⼦どもの有無

あり なし

56
34%

56
34%

35
22%

8
5%

7
4%

2
1%

職種

事務職員 教員 ⾮常勤職員
特任教員 技術職員 特任研究員

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 合計
対象⼈数 0 26 106 97 76 52 357
回答 0 15 55 52 26 16 164
回答率 0% 58% 52% 54% 34% 31% 46%
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男⼥共同参画推進に関するアンケート結果

138
84%

23
14%

3
2%

1 本学に「男⼥共同参画推進室」が
設置されていることを知っていますか。

知っていた 知らなかった 無回答

103
63%

59
36%

2
1%

2 本学に「男⼥共同参画推進のための
基本⽅針」が掲げられていることを知っ

ていますか。

知っていた 知らなかった 無回答

55
34%

46
28%

38
23%

20
12%

5
3%

3 現在ないし将来において、仕事と育児の両
⽴に不安を感じることがありますか。

ない 少しある ある わからない 無回答

144
88%

17
10%

3
2%

4 育児休業・⼦の看護休暇は男性も利
⽤できることを知っていますか。

知っていた 知らなかった 無回答

81
49%

80
49%

3
2%

5 ⼦の看護休暇（⼩学校就学前の⼦を看護す
るための休暇年１０⽇）が本学ではすべての職
員が有給であることを知っていますか。

知らなかった 知っていた 無回答

103
63%

58
35%

3
2%

6 ⼦の看護休暇は、⼦の定期健診や予防接種
のためにも使えることを知っていますか。

知らなかった 知っていた 無回答

2/11
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110 

79 

40 

34 

32 

17 

保育所
学童保育

おむつ換えができるトイレ
授乳できる休憩室

ベビーシッター派遣
その他

0 50 100 150

7 育児⽀援のための環境整備やシステムとして何が必要だと思いま
すか。（複数回答可）

114

76

68

12

0 20 40 60 80 100 120

フレックスタイム制

在宅勤務制

特別休暇の拡⼤

その他

8 育児と仕事を両⽴するための⽀援として何が必要だと思います
か。（複数回答可）

その他の主な回答

・⼈員の補充
・業務量の軽減
・病児、病後児、休⽇保育等の設定
・説明会等による周知
・フレキシブル勤務

その他の主な回答

・⼈員の補充
・業務量の軽減
・⼦の看護休暇の⽇数、対象年齢の拡⼤
・⾦銭サポート
・職場の理解
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137
84%

22
13%

5
3%

10 これまでに介護の経験がありますか。

ない ある 無回答

63
38%

56
34%

29
18%

13
8%

3
2%

11 現在ないし将来において、仕事と介護の両
⽴に不安を感じることがありますか。

少しある ある わからない ない 無回答

107
65%

55
34%

2
1%

12 介護休暇（介護を必要とする家族が⼀⼈の場合は年
５⽇、⼆⼈以上の場合は年１０⽇）が本学ではすべての

職員が有給であることを知っていますか。

知らなかった 知っていた 無回答

134
82%

28
17%

2
1%

13 「介護休業」「介護休暇」は、「介護保険制度上の
要介護認定」を受けていなくても「（2週間以上）常時介
護を必要とする状態」であれば対象となることを知って

いますか。

知らなかった 知っていた 無回答

149

139

127

64

7

上司

同僚

パートナー

両親

その他

0 20 40 60 80 100 120 140 160

9 育児と仕事を両⽴するために誰の理解が必要と思いますか。（複
数回答可）

その他の主な回答

・社会全体
・執⾏部
・学内全体
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110

98

96

88

9

短時間勤務

特別休暇の拡⼤

フレックスタイム制

在宅勤務制

その他

0 20 40 60 80 100 120

14 介護の問題に直⾯した際に、仕事を継続するためにどんな⽀援が必要だと思い
ますか。（複数回答可）

149

139

124

103

67

7

上司

同僚

パートナー

兄弟姉妹

両親

その他

0 20 40 60 80 100 120 140 160

15 介護と仕事を両⽴するために誰の理解が必要と思いますか。
（複数回答可）

その他の主な回答

・⼈員の補充
・業務量の軽減
・介護休暇⽇数の増加
・介護施設利⽤の助成⾦
・仕事・⾝分の保障

その他の主な回答

・社会全体
・執⾏部
・学内全体
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85
52%

26
16%

24
15%

17
10%

9
5%

3
2%

18 本学は仕事と⽣活の調和（ワーク・ライフ・バ
ランス）がはかりやすい職場だと思いますか。

まずまず調和がはかりやすい職場だ あまり調和がはかりやすい職場ではない
かなり調和がはかりやすい職場だ わからない
全く調和がはかりやすい職場ではない 無回答

55
34%

53
32%

36
22%

14
8%

3
2%

3
2%

19 現在、ご⾃⾝の仕事と⽣活の調和（ワーク・ライフ・バ
ランス）については、どのように感じていますか。

仕事と⽣活の⽐重は同じくらいだ やや仕事に重点がある
かなり仕事に重点がある やや⽣活に重点がある
かなり⽣活に重点がある 無回答

62
39%

40
25%

33
21%

24
15%

16 本学において、育児・介護休業取得に困難があ
ると思いますか。

わからない 思う 思わない 少し思う

17 前問で「思う」、「少し思う」と答えた⽅の主な理由
（前問16 本学において、育児・介護休業取得に困難があるとおもいますか。）

・代替⼈員の確保が困難
・他⼈にかかる負担を憂慮
・⼈員不⾜、業務過重
・制度説明不⾜
・育児・介護にかかる移動距離の問題
・介護休暇取得条件が厳しい
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89
54%

33
20%

30
18%

9
6%

3
2%

20 ご⾃⾝の仕事と⽣活の調和（ワーク・ライフ・バランス）につ
いて、前問のような現状をどのように感じていますか。

まずまず満⾜している あまり満⾜していない
満⾜している 満⾜していない
無回答

60

49

49

48

47

29

26

18

18

13

8

4

0 10 20 30 40 50 60 70

余暇や休養に充てる時間が⾜りないと感じることがある
研究のための時間が⾜りないと感じることがある

上記にあてはまるものはない
家庭・私⽣活と仕事のやりくりに苦しむことがある
仕事のために、家庭や私⽣活が犠牲なることがある
教育のための時間が⾜りないと感じることがある

家庭や家族の問題のために、仕事が制限されることがある
学会活動に充てる時間が⾜りないと感じることがある

家庭や家族の問題のために、仕事を減らしたいと思うことがある
仕事のために、⼦どもをもつことをためらうことがある

家庭や家族の問題のために、仕事を辞めようと思うことがある
仕事のために、結婚をためらうことがある

21 ご⾃⾝の仕事と私⽣活の関連について、あてはまるものを選んでください。（複数回答可）

126

32

16

3

3

0 20 40 60 80 100 120 140

夏季休暇

利⽤したことがない

⼦の看護休暇

保育休暇

介護休暇

22 仕事と⽣活の調和（ワーク・ライフ・バランス）に
関わる休暇制度のうち、利⽤したことがある番号を選択

してください。（複数回答可）

78

42

36

31

27

0 20 40 60 80 100

特になし

夏季休暇

介護休暇

⼦の看護休暇

保育休暇

23 仕事と⽣活の調和（ワーク・ライフ・バランス）に
関わる休暇制度のうち、より利⽤しやすくして欲しいと

思う番号を選択してください。（複数回答可）
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63
38%

56
34%

29
18%

13
8%

3
2%

25 本学において、性別による処遇の差があると思
いますか。

わからない 思わない 少し思う 思う 無回答

24 前問で選択した休暇制度はどうしたら利⽤しやすくなると思うかの主な回答。
（前問23 仕事と⽣活の調和（ワーク・ライフ・バランス）に関わる休暇制度のう
ち、より利⽤しやすくして欲しいと思うものを選択してください。）

・⼀⻫休業⽇の設定
・業務のサポート体制を整備
・業務量の削減
・連続した休暇を促す周知・ルール化
・⼈員の補充
・⼟⽇業務の分散化
・不取得におけるペナルティ化
・職場の理解
・職員の率先した取得
・⼈員確保・増員
・不取得におけるペナルティ化
・補講期間の設定
・夏季休暇、保育休暇、⼦の看護休暇、介護休暇の⽇数拡⼤
・夏季休暇の範囲の拡⼤
・夏季休暇における不連続休暇の許可
・⼦の看護休暇の対象年齢の拡⼤
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26

18

15

12

6

2

0 5 10 15 20 25 30

昇進・昇給

仕事の負担

採⽤

評価

その他

研修の機会

26 前問で思う、少し思うとお答えの⽅にお聞きします。どのよう
な⾯で性別による処遇の差があると思いますか。（複数回答可）
（前問25 本学において、性別による処遇の差があると思いますか。）

99
60%

60
37%

5
3%

27 本学の教員の⼥性⽐率が、全国⽴⼤学の中で下位にある
ことを知っていますか

(国⽴⼤学協会調べでは、86校中、77位（平成28年))

知らなかった 知っていた 無回答

その他の主な回答

・⼥性教授・⼥性管理職の少なさ
・台所当番が⼥性職員のみ
・⼥性に対する不必要な採⽤優遇措置
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58

46

41

37

32

31

30

25

25

23

19

4

0 10 20 30 40 50 60 70

家庭と仕事の両⽴が困難

⼥性のロールモデル不在

採⽤する側の意識

男⼥の社会的分業

教育環境

男⼥の適性の差

⼥性の意識

労働時間が⻑い

育児期間後の復帰が困難

男性の意識

その他

社会の偏⾒

28 第4期科学技術基本計画では⼥性研究者の採⽤⽬標が農学系・⾃然科学系は30％
とされ、第5期科学技術基本計画では速やかに達成することが求められております
が、本学においては12％と⼤きく下回っています。考えられる主な理由を３つ以内

で選んでください。

83

54

48

45

29

25

23

22

19

10

11

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

研究と家庭との両⽴⽀援
⼥⼦学⽣への意識改⾰

⼥性研究者の是正積極的登⽤（ポジティブ・アクション）
評価する男性（学内）の意識改⾰

⼥性研究者⾃⾝の意識改⾰
評価委員への⼥性の登⽤

⼥性研究者の業績向上のための補助員等の⼈的⽀援
学内⼥性研究者のネットワーク構築

⼥性研究者の業績向上のための研究費等の⽀援
特に必要ない

その他

29 ⼥性教員を増やすためには何が必要だと思いますか。３つ以内で選んでください。

その他の主な回答

・地域の問題（雇⽤、⽴地等）
・農学系⼥性研究者がそもそも少ない
・配偶者都合による退職
・組織改⾰等による⼈事硬直化
・魅⼒的な職場ではない
・⼒仕事と動物に合わせた研究が多い

その他の主な回答

・学内保育施設
・教員候補の進路を⼀定数確保
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93

70

59

49

46

35

15

13

7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

柔軟な勤務時間等の制度構築

育児休業・介護休業に係る財政的サポート

⼥性職員の積極的登⽤・昇進しやすい環境づくり

育児・介護に関する相談体制

職員への啓発活動

学⽣への啓発活動

⼥性研究者のネットワーク構築

期待することは特にない

その他

30 本学の男⼥共同参画推進室の活動について、どのような成果を
期待しますか。３つ以内で選んでください。

その他の主な回答

・業務サポート体制を整備
・業務量の削減

31 その他、本学の男⼥共同参画推進等についての主なご意⾒（⾃由記述）

・男⼥間差別の撤廃（採⽤・昇進）
・育児・介護休暇の⽇数拡⼤
・育児と仕事の両⽴ができる職場環境づくり
・差別撤廃が⽬的であるのに、⼥性に対する数値を追求するのはおかしい
・⼥⼦学⽣に対する教員としての進路の確保
・制度の説明・周知の徹底
・学内保育施設の設置
・男⼥共同参画推進という企画そのものが疑問
・残業・休⽇出勤前提の意識改⾰
・⼦どもを持つことでキャリア上で不利にならないような体制づくり
・有給休暇の取得しやすい環境づくり
・北⼤をはじめとした他機関と協⼒した⼥性研究者⽀援
・⺠間中⼩企業と⽐して、すでにかなり働きやすい職場環境はできている。
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